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幼稚園・保育園における歌唱教材について
宮　崎　敏　子
－はじめに－
幼児の集団教育における音楽活動の中で，その大部分
を占めるものは「歌うこと」である。とするならば歌は
幼児教育の教材として大きな割合をしめることになり，
歌唱教材は重要な鍵になる。しかし今まで幼児の歌につ
いては作詩家や作曲家が詩や作曲という立場から論じら
れることはあったが，心理的科学的に論じられることは
なされていないと思われる。巷に氾準している雑多な歌
の中から，保育者は何をどう選んで幼児に与えているの
かという乗態もわかってはいない。今回は，幼児の歌に
ついて幼稚園と保育園で襲際にとり扱われた歌唱教材を
知ることを通して考えてみたい。
準備した167曲のうち歌唱教材として使用した曲を○
印で，また特に幼児が喜んで歌った曲に◎印で記入する
こととした。その他に・1クラス一年間の使用曲である
こと・記憶でよいこと・この他に使用した曲を追記して
もよいこととした。
対象は本学卒業生で現在幼稚園教諭または保育園保母
として在職中の者とし，44名（60％）の回答を得た。
－集計と結果一
回答者内訳は
幼稚園　31名（内県外3名）22園（内県外2園）
保育園13名13園　　　　である。
調査用に準備した曲が167臥　追加記入された曲が185曲
で計352曲であった。これを分類してみると別表①のよ
うになる。
この中で調査結果をまとめる対象として有効なクラス
有効な曲数は次のようになる。
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別表①　○印曲の分数
動　　物　　の　　う　　た 田仂?
季　　節　　の　　う　　た 鼎??
行　　事　　の　　う　　た ?8ｼ?
自　　然　　の　　う　　た ?8ｼ?
花　　　の　　　う　　　た ?hｼ?
l乗　物　の　　う　　た ???
生　　活　　の　　う　　た ?鮎?
手　あ　そ　び　の　う　た ?Hｼ?
まっ　　ら　　べ　　う　　た 祷ｼ?
そ　の　他　の　　う　　た 塔仂?
計 ?S(ｼ?
別表②　一クラス当り年間○印曲数
別表③　－クラス当り年間平均○印曲数
長野県短期大学紀賽
1．使用曲数について
1クラスの年間使用曲数は別表⑦の通りである。
1クラスの年間平均使用曲数は別表◎となる。また◎
曲の年間平均曲数は別表④のようになる。長野市幼児教
紘1
育調査会の報告によると，幼稚園の保育日数は年間295
日，保育園は329日であるから，幼稚園の3才児では1
曲当り6．2臥　4才児は4．5日，　5才児では4．4日となり，
保育園では1曲当に3才児で6．0軋　4才児で5．2日，5
才児では4．4日ということになる。しかし実際には一年
中，季節等に関係なく毎日必らず歌う朝・昼・降園時の
あいさつの歌もあるので，これを考えると3才児では1
年平均して6．3′－ノ6．6日に1阻　4才児は4．7～5．5日に1
曲，　5才児は4．6日に1曲の割合で歌をふやしていくこ
とになる。ちなみに小学校の音楽教材を調べてみると，
1年生で年間36曲から45臥　2年生で32曲から39曲とな
っている。1年生の方が曲数が多いがこれは4月入学当
初に今までに知っているうたを楽しくみんな一緒に歌う
という単元があるからである。
2．音楽上の性格について，楽譜を入手できなかった
22曲を除いてみていく。
可　音階について（別表5）
圧倒的に長音階系の曲が多く，328曲中92．8％を占
めていて，短音階の曲は15曲で4．6％日本音階の曲は9
曲であった。明治44年から大正3年にかけて出された文
封三2
部省編集の『尋常小学唱歌（6冊）』によると長音階系の
ものが118曲中110曲，短音階は6曲であった。
b）拍子について（別表④）
大部分は2雅子系で2拍子4子拍だけで93％で，3粕
鼓8
子は6％である。前出『尋常小学唱歌』では与柏は5，
6年生になってやっと4％（118曲中5曲）入っていたと
いうのであるから，年令が6年下って曲数も増している
ことになり，60数年を経た西洋音楽の民衆への歴史を感
ずる。
C）速度標示について（別表①）
速度標示のないものが39曲，表情や速度を言葉で示し
たものが64曲で，残り246曲（75％）がメトロノーム速度
を指定している。このうち最も遅いものは」＝45（喜拍
子）で，最も速いものは」＝152である。（別表7b）
d）音域について（別表⑧）
低い方はaから高い方はFisまで13度の広さにわたっ
ている。このうち8度の音域をもつものが151曲で46％
を占めて貴も多く9度が69曲，6度が46曲，10度が18
曲，5度が16臥　7度が13凱11度は10凱　4度は6曲
となっている。幼児の歌唱能力についてのロバート・ス
牡4
ミス博士の奨険的研究によると，幼児に適した音域はC
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別表④　－クラス当り年間平均◎印曲数
別表⑤　調について　　　別表⑤　拍子について
別表⑦　速度標示について
」＝45～76 ?hｼ?
」＝78～108 塔Y=?
」＝110～120 塔鮎?
J＝122～168 ?xｼ?
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? ? ? ? ?
からaまで6度と報告されている。文部省の幼稚園教育
社5
指導馨には，3′一5才ごろではf′－′a（長3度）からe
（ノa（長5度）6才ごろで長5度ないしd・一d8度を幼
鼓6
児の声域としている。また酒田富治氏は2′、ノ3才ではe
～a，4才でd′一a，5才でd′一血，6才ではd′一Cが
適しているといっている。文部省のいうd′一丘は適切な
指導や工夫を要すると思われるので，d′、ノCをとって別
表◎をみると殆どが枠内に入るが，d′一1となると枠外
に出るものがあり，e′一aとなると半分しか枠に入れな
いことになる。しかし英際には1曲の中で時に高い音が
出ているのであって，多くは枠内で音は動いているもの
とみられる。音域が狭くなると音を並べたという感のあ
るものが多く，音域は狭いが面白味のあるよい曲がもっ
ともっと必要だし欲しい。
e）曲の長さについて
小節数についてみると，前出文部省も酒田氏も8小節
程度が適当だとしているが，その前後をどの範囲までと
るかに問題があるとしても，別蓑①のように10小節以内
は120曲で37％，11′、ノ16小節が161曲で50％，17小節以上
が40曲となっている。幼児対象としては16小節が許容最
大限度で，これも歌詞がよほど曲に合っていて，こども
の言葉（幼児語という意味でなく）で，幼児の生活に生
きているものをうたった歌であれはの話である。これが
憶えさせられる感じの歌だったらどうなることか。歌詞
の長さにも関係するが。
歌詞の節数をみると（別表⑯），2番までのものが
171曲で53％を占めていて，1番だけという67曲を合わ
せると72％になる。節数が多くても宍際には作られてい
る歌詞を最後まで全部歌うとは限らないので，内容や言
葉をみなくてはならない。
f）作詞者について
のべ個人が124名で245曲，その他30曲（文部省唱歌等
作曲者の判明しないもの），また作曲者不明のものが25
曲である。個人で曲数の多い25名160曲のうち，作詞
家・詩人は17名，教育家7名である。またこの25名のう
ち19世紀生まれが8名，あとは1910年代生れが多い。
g）作曲者について
日本人の作品は282軋　外国曲が38曲である。このう
ち文部省唱歌10曲，わらべうた10曲，えはん唱歌7曲，
他1曲である。邦人の個人89名のうち曲数の最も多いの
は，中田書直35曲，次いで一宮道子17曲，小林つや江11
曲，渡辺茂，湯山昭各10軋　以下弘田竜太郎，中山晋平，
磯部倣，大中恩，則武昭彦，団伊玖磨，平井康三郎，井
上武士と続くが，曲数の多い17名のうち作曲家は10名，
あとは教育家であり，19世紀生まれは4名，あとは1920
年代が多い。文部省唱歌もえほん唱歌もわらべうたも前
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別表アb　速度の遅い曲と速い曲
曲　　　目 ??x8ﾘ6ﾘ?8???7?使用リズム（主なもの） 
お月さんと 坊や ?h?CR?部虫q」．八日烏 
お月さ　ま ?h?S"?阡庶q 
つんとうつらち 畑?S?古拍子月且周∃ 
どんぐり ころころ ?h?c?封拍子J罰，月罰 
雪のこぼうず ?h?c2?阡庶q屈原 
ウンパッパ のうた ?h???封白子」JJ 
お　正　月 ?i??ｲ子JJ月，山 
雨だれポッ ?h??"?阡庶q 
タン アメチョコ さん 剪ｲ子皿，JJコ 
とんでった バナナ 刮ﾐ子門月 
お馬はみんな 剏ﾃ拍子 
別表⑨　小節数
長野県短期大学紀葉
の時代の産物だが昭和の今も古い歌がかくしゃくとして
生きている。本当に良い歌だから今でも残っているとい
うのも多いが，それに代るものがないから（行事や季
節），保育者のなつかしさからというものも全くない訳
ではなかろうか。最近は本格的な作詩家作曲家がこども
のうたに日を向けて格調高い歌を生み出されているが，
もっともっとふえて広がっていってほしいものだと思う
が，現場をとらえている教育家がもっと芸術的なこども
の歌を作れるようになれば，もっと理想的なものが出来
ると思うのだが。
3．使用された曲について
（註○印は使用曲◎印は掛こ睾ぶ曲△は◎の多い15曲のうち
に入るもの）
◎の曲については別表㊥のようになった。
◎のベスト15曲は別表㊥である。
◎のベスト15曲中の幼稚園・保育園共通曲（年令別）は
別表㊥である。
◎各年令共通曲（15曲中）は別表⑭である。
「とんぼのめがね」が3才になく4，5才が共に◎にな
り，「たきびが」4才になく5才で◎になる。一方「むす
んでひらいて」が3才は◎だが4才では○になり，5才
ではこの表に出てこない。「こいのぼり」が3，4才では
◎だが5才ではない。以上4曲をみてこどもの発達によ
って興味をもって革んで歌うようになるものと，年令が
増すにつれて興味を示さなくなる曲と幼児の発達と教材
との関係をうかがうことができる。5才児で幼稚園・保
育園共に◎第1位は「すうじのうた」である。これもそ
の1例であろう。また「かえるのうた」も人気があって
この年令になると輪唱を喜ぶようになることがわかる。
これからも幼児の発達に応じた曲を選ぶことの重要さが
まっかる。
一方保育者の使用度が高いのに人気のない曲では，
「お正月」と「ひな祭り」は3，4，5才児共通であり，
「おかえりは」3，4才に，「しゃぽんだま」は4，5才児
に目立つ。こどもは正直である。もっとも人気のない等
の「お正月」も5才児になると替え歌として一躍人気者に
なってクラス中大合唱となった例もある。
もういくつねると　お正月
お正月には　餅食って
腹をこわして　寝ていましょ
早く　来い　来い　救急車。
4．教材のよりどころ（別表⑯）
鞋7
長野市幼児教育調査会の報告によると，指導案をたて
る上でのより拠として雑誌『幼児と保育』中心が，幼稚
園で20園のうちの70％が保育園では30園のうち82．7％で
あるとしている。この雑誌の1970年4月から1972年11月
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別表（診
言押す靖
別表⑩　幼稚園と保育園に共通の◎印曲
3　才　児 滴?ﾜｸ?髢ﾃX?ﾜｸ?髓?
事をたたきまし ょう ?X*ｸ,??ﾉm?ﾈ*?H+h,ﾈ*H+ﾒ?ｨ,R?
くつやさん ??X?8ｨ6(7h?ｹ?H*h.?ﾈ*H+ﾒ?
水あそぴ 仭8,??(*?(+8ｼ刋?ﾙ?*ﾘ.b?
・むすんでひらい ■て ?h/?ｨ,ﾈ-?ｨ,ｶﾉ?,ﾈ7?ﾈ4ﾈ夊+8/?
あぶくたった ?ﾘ,(.(+8/????ｸ,ﾈ-?ｨ,ｲ?
大きな粟の木の ーFで ??H*ﾘ+ﾘ,?ﾖﾂ?
どんぐりころこ ろ ?ﾈ,(-ｨ,?ﾘ?ﾂ?
とけいのうたJ 
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別表⑪　○印の多い曲のクラス数とその◎印クラス数
別表⑱　◎印の多い曲（幼稚園＋保育園）のクラス数
うた　　l12 ??ﾒ?D9 
ソキやさんIll ?ﾘ*ｸ-?9 
きれよう111 ????(*??8/?9 
うた　　llO ??H*ﾘ+ﾘ,?ﾒ? 
l ?ｸ.8,?ｸ.8,?ｸ.8,?■　9 
までに掲載された曲は100曲であって，確かに雑誌の影
響は大きく使用曲の16．5％がこの本に耽っている。また
大学在学時に学習した曲は35％あり，教材提供源として
の授業の影響を思わずにはいられない。別表⑭の4魔叛
で今回の調査した教材の提供源の52％を占めていること
になるが，実際には同じ曲が何ヶ所かの提供源に入って
いるので，114曲が舞際の数であり，32．5％を占めてい
ることになる。
註8
また小学校教材との関連をみると小学校の教科番に出
ている曲で今回の調査で報告のあった曲は別表⑯の通り
である。この他に3年生から6年生までで大体12曲前後
が，幼稚園・保育園でも使用されている。しかし小学校
も高学年になると曲が同じというだけで教材の扱い方は
全く遮っている。
－まとめ－
この調査で表われてきた数字はそのまゝ信ずることは
できない。第一に記憶による数も入っているし，また幼
児が特に喜んで歌う◎印の数も保育者によってどの位の
ものを◎にするかの観点がまちまちだからである。
また幼稚園と保育園とでは数的には差があるとはいえ
ない。保育園の中には混合保育が1クラス入っている。
しかし曲目の内容には少しの違いがみられた。
曲目をみると新らしいものが多くなっているが，その
反面「牛若丸」「兎とかめ」「浦島太郎」「金太郎」「桃太郎」
「花咲じいさん」から「池のこい」というものがみられる。
また「大きな古時計」「クラリネットをこわしちゃった」
「おゝ牧場は緑」「講かが口笛吹いた」などという長くて言
葉のむづかしい大人の歌もみられた。そしてまだまだ芸
術的なこどもの歌も多いにもかかわらず，菅にいう童謡
調のものや歌唱調の歌も多い。
平均して3才児でさえ1週間に1曲ずつ新らしい曲を
歌いふやしていくという数が出た。新らしい曲だけでな
く知っている曲も数多く繰り返して歌っているのだか
ら，一日中で歌ううたの数，その一年分，そして2′一3
年分と考えると，今さらながら歌唱教材の盃要さ，そし
てそれを選択することの重大さを思わずにはいられない。
漫然と断片的に歌を選んで歌わせる，知っているから，
なつかしいからで扱うのでは全く歌の教育になってしま
う。季節や行事のための歌，日常生活やしつけのための
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別表⑭　各年令共通◎印曲
（幼稚園）
曲　　　名い才児い才児l5才児
チューリップ
どんぐりころころ
水あそび
手をたたきましょう
大きなたいこ
あぶくたった
くつやさん
大きな粟の木の下で
かえるのうた
おっかいありさん
まつぽっくり
曲　　　名13才児14才児l′5才児
手をたたきましょう
大きな粟の木の下で
まつぽっくり
おっかいありさん
水あそび
あぶくたった
かえるのうた
とんぼのめがね
くつやさん
別表⑯　教材のよりどころ
大学在学時の曲集A
同　　　　　上　　　B
同　　　　　上　　　C
「幼　児　と　保　育」
別表⑯　小学校教材との共通曲
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臥何かの手段だけのための歌が今回にも見られた。も
っと子どもを見て，幼児の生活に生きている歌詞で，幼
児にそのまま分る歌詞，曲と詩とのリズムの合ったもの
註9
を見つけたい。関根栄一氏は「詞ではなく，音の出る詩
を．／」といっている。教育という言葉に惑わされずに，
音楽のあるうた，子どもの歌えるうた，歩きながら，遊
びを伴いながら等表現の活動のある歌を見つけたい。
「大きな栗の木の下で」や「あぶくたった」にとってかわる
曲がほしい。そして先生と幼児が向いあってうたえる，
また一人ででもうたえる歌，そして誰かが歌いだした
ら他の子どもも一緒に歌ってしまうという大きなェネル
ギーを持った歌を見つけなければならない。今回の◎が
それを示している。この調査で出た幼児の喜ぶ曲と保育
者の使用した曲との差を手がかりに，もう1度幼児の歌
唱教材について考えなくてはならない。
鞋1幼児教育に関する調告沓（1972．7）長野市幼児教育調
査金網　P．38．
註2　音楽教育研究（1972．4）P．56音楽之友社
鮭3　同上　P．56
註4　同上　P85
註5　幼稚園教育指導蕃領域編音楽リズム（1971．10）
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文部省　P．10　チャイルド本社
鮭6　保育のための音楽教育（1969．5．30）
諸井三郎・酒田富治著　P．131恒屋社厚生閣
註7　前出教育に関する報告替　P．55
牲8　教育出版社と音楽園舎出版社，音楽之友社の教科書によ
る。
籠9　音楽教育研究（1969．9）P．92音楽之友社
長野県短期大学紀要
